[bookmark: _75f62olw46r3]レンタルスペースイベント開催申込書

レンタルスペースの利用を希望する申込者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）は、レンタルスペース運営事業者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）に対し、イベント開催を目的とした施設利用について、以下の内容により申し込むものとする。
本申込書は、イベントの開催内容、施設利用条件、利用料金、安全管理、禁止事項、キャンセル条件及び責任分担等を明確にし、甲乙双方が円滑かつ安全にイベントを実施できるよう必要な事項を確認することを目的とする。

[bookmark: _7xlp9shp2d88]第1条（申込みの目的）
1. 本申込書は、甲が乙の管理又は運営するレンタルスペース（以下「本施設」という。）において、イベント、セミナー、講演会、展示会、交流会、ワークショップその他の催事（以下「本イベント」という。）を開催するための利用申込みに関する条件を定めるものである。
2. 甲は、本イベントの内容、開催目的、参加予定人数及び利用方法について、乙に対して正確な情報を提供するものとする。
3. 乙は、甲から提出された申込内容を確認し、施設の利用状況、安全性、設備条件及び運営方針等を踏まえて利用の可否を判断するものとする。
4. 本申込書の提出のみをもって施設利用契約が成立するものではなく、乙による承諾が甲に到達した時点で、別途定める条件に従い施設利用契約が成立するものとする。

[bookmark: _ovoprs6wb3hz]第2条（申込者情報）
本イベントの開催を申し込む甲の情報は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	申込者区分
	□ 個人　□ 法人　□ 任意団体　□ その他

	申込者氏名・法人名
	

	フリガナ
	

	代表者氏名
	

	担当者氏名
	

	所在地・住所
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	緊急連絡先
	

	公式Webサイト・SNS
	

	その他連絡事項
	


2. 甲は、前項の申込情報に変更が生じた場合、速やかに乙へ通知するものとする。
3. 甲が法人又は団体である場合、申込みを行う担当者は、当該法人又は団体を代表し、又は施設利用の申込みについて正当な権限を有するものとする。
4. 乙は、申込内容の確認に必要な場合、甲に対して本人確認書類、法人情報、団体概要その他合理的に必要な資料の提出を求めることができる。

[bookmark: _8dsep8e0kae]第3条（イベント開催内容）
本イベントの開催内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	イベント名称
	

	イベント主催者
	

	イベント開催目的
	

	イベントの概要
	

	イベント区分
	□ セミナー　□ 講演会　□ 展示会　□ ワークショップ　□ 交流会　□ 販売会　□ 撮影会　□ その他

	開催形式
	□ 一般公開　□ 招待制　□ 会員限定　□ 関係者限定

	営利・非営利区分
	□ 営利目的　□ 非営利目的

	参加予定人数
	名

	最大参加予定人数
	名

	スタッフ予定人数
	名

	参加対象者
	

	参加費
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　　円）

	事前予約
	□ あり　□ なし

	物品販売
	□ あり　□ なし

	飲食提供
	□ あり　□ なし

	音楽・音響利用
	□ あり　□ なし

	写真・動画撮影
	□ あり　□ なし

	ライブ配信
	□ あり　□ なし

	その他特記事項
	


2. 甲は、本イベントの内容が法令、公序良俗及び乙の定める施設利用条件に適合することを確認するものとする。
3. 甲は、申込時に申告した内容と著しく異なるイベントを、乙の事前承諾なく開催してはならない。
4. イベントの内容、参加人数、開催形式その他重要事項を変更する場合、甲は事前に乙へ通知し、その承諾を得るものとする。
5. 乙は、変更後のイベント内容が施設の設備、安全管理上の条件又は利用規則に適合しない場合、変更を承諾しないことができる。

[bookmark: _d48bf5b35cyi]第4条（利用施設及び利用日時）
甲が利用を希望する施設及び日時は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	レンタルスペース名称
	

	施設所在地
	

	利用希望日
	年　　　月　　　日

	利用開始時間
	時　　　分

	利用終了時間
	時　　　分

	利用予定時間
	時間

	搬入開始時間
	時　　　分

	イベント開始時間
	時　　　分

	イベント終了時間
	時　　　分

	搬出完了時間
	時　　　分

	利用希望エリア
	

	利用目的
	

	その他
	


2. 利用時間には、原則として会場設営、準備、受付、イベント開催、撤収、清掃及び原状回復に必要な時間を含むものとする。
3. 甲は、乙が承諾した利用時間を遵守し、利用終了時刻までに施設の明渡しを完了するものとする。
4. 利用時間の延長を希望する場合、甲は事前に乙へ申し出るものとし、乙が承諾した場合に限り延長できるものとする。
5. 利用時間の延長に伴う追加料金は、乙が事前に提示した料金体系又は甲乙間で別途合意した条件によるものとする。

[bookmark: _gwz7zazgrtwk]第5条（利用設備及び備品）
本イベントにおいて利用を希望する設備及び備品は、次のとおりとする。
	設備・備品
	利用希望

	テーブル
	□ あり　□ なし

	椅子
	□ あり　□ なし

	プロジェクター
	□ あり　□ なし

	スクリーン
	□ あり　□ なし

	マイク
	□ あり　□ なし

	スピーカー
	□ あり　□ なし

	Wi-Fi
	□ あり　□ なし

	ホワイトボード
	□ あり　□ なし

	照明設備
	□ あり　□ なし

	キッチン設備
	□ あり　□ なし

	冷蔵庫
	□ あり　□ なし

	電源設備
	□ あり　□ なし

	その他備品
	


2. 甲は、設備及び備品を乙が定める使用方法に従って適切に利用するものとする。
3. 甲は、乙の事前承諾なく、設備の移設、改造、分解又は施設の構造に影響を及ぼす行為を行ってはならない。
4. 甲の責めに帰すべき事由により設備又は備品に破損、汚損若しくは紛失が生じた場合、甲は法令及び本申込書に基づき、合理的な修理費用その他の損害を負担するものとする。
5. 設備の故障その他の事情により利用予定の備品を使用できない場合、乙は合理的な範囲で代替設備の提供、料金調整その他必要な対応を検討するものとする。

[bookmark: _p2d4hk2gzm4f]第6条（利用料金及び支払条件）
本施設の利用料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	施設基本利用料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	延長利用料金
	金　　　　　　　　　円／時間（税込）

	設備・備品利用料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	清掃料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他追加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	割引金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	利用料金合計
	金　　　　　　　　　円（税込）

	予約金
	金　　　　　　　　　円

	保証金・預り金
	金　　　　　　　　　円

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他

	支払期限
	年　　　月　　　日

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 甲は、乙が提示した利用料金及び支払条件を確認し、所定の期限までに料金を支払うものとする。
3. 利用料金には、別途明示された場合を除き、施設の基本利用に必要な費用が含まれるものとする。
4. 甲が追加設備、利用時間の延長、特別清掃その他の追加サービスを希望する場合、その料金及び提供条件について事前に乙と合意するものとする。
5. 保証金又は預り金を設定する場合、その返還時期、控除対象及び精算方法について、乙は申込受付時までに甲へ明示するものとする。
6. 甲が支払期限までに利用料金を支払わない場合、乙は相当期間を定めて支払を催告し、なお支払がないときは、法令及び合意した条件に従い予約を取り消すことができる。

[bookmark: _su6sh5hu7uh1]第7条（申込みの承諾及び予約の成立）
1. 乙は、本申込書の提出を受けた後、施設の空き状況、イベント内容、利用条件及び安全管理上の必要事項を確認するものとする。
2. 乙は、申込内容を審査し、利用を承諾する場合、その旨を甲へ書面、電子メールその他合意した方法により通知するものとする。
3. 施設利用契約は、乙の承諾通知が甲に到達した時点で成立するものとする。ただし、甲乙が予約金の支払その他の成立条件を別途明示して合意した場合は、その条件に従うものとする。
4. 乙は、施設の定員超過、安全上の問題、法令違反のおそれその他合理的な理由がある場合、申込みを承諾しないことができる。
5. 乙は、申込みを承諾しない場合、既に受領した予約金その他の金銭について、法令及び合意した条件に従い適切に返還するものとする。

[bookmark: _vfj18lu34xh7]第8条（イベント運営責任者）
1. 甲は、本イベントの運営責任者を指定し、乙へ事前に届け出るものとする。
2. 運営責任者は、イベントの準備、受付、参加者管理、会場内の安全確認、撤収及び緊急時の連絡等について、甲の窓口として対応するものとする。
3. 甲は、運営責任者がイベント開催中に連絡可能な状態を維持するよう努めるものとする。
4. 甲は、イベントの規模及び内容に応じて、必要なスタッフを配置するものとする。
イベント運営責任者
	項目
	内容

	責任者氏名
	

	所属団体・役職
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	当日緊急連絡先
	

	代理責任者
	


[bookmark: _f165c3lwf403]第9条（参加者の管理）
1. 甲は、本イベントの参加者、出演者、出展者、スタッフその他関係者（以下「参加者等」という。）の管理を適切に行うものとする。
2. 甲は、参加者等に対して、施設の利用規則、禁止事項及び安全上の注意事項を事前に周知するものとする。
3. 甲は、施設の収容定員を超える人数を入場させてはならない。
4. 甲は、参加者等の入退場、受付、誘導及び混雑防止について、イベントの規模に応じた適切な措置を講じるものとする。
5. 参加者等による迷惑行為又は危険行為が発生した場合、甲は速やかに必要な対応を行い、乙と協力して被害の拡大防止に努めるものとする。

[bookmark: _dug0mprat21j]第10条（安全管理及び事故防止）
1. 甲は、本イベントの開催にあたり、参加者等の安全を確保するため、イベント内容に応じた合理的な安全対策を講じるものとする。
2. 甲は、避難経路、非常口、消火設備及び緊急連絡方法について事前に確認するものとする。
3. 甲は、火気、電気設備、音響機器、大型装飾物その他事故の原因となる可能性がある物品を使用する場合、事前に乙の承諾を得るものとする。
4. 乙は、施設管理者として、施設及び乙が提供する設備について合理的な安全管理を行うものとする。
5. 事故、火災、急病その他緊急事態が発生した場合、甲乙は速やかに情報を共有し、救急要請、避難誘導その他必要な措置について協力するものとする。
6. 甲又は乙の故意又は過失によって事故が発生した場合、その責任は具体的な事情及び関係法令に基づき判断するものとする。

[bookmark: _bpjpu5gvrnkc]第11条（禁止事項）
甲及び参加者等は、本施設の利用に際し、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 法令又は公序良俗に違反する行為
2. 施設の収容定員を超えて利用する行為
3. 乙の承諾を得ずに火気又は危険物を使用する行為
4. 施設内で暴力、威嚇、脅迫その他の迷惑行為を行うこと
5. 施設、設備又は備品を故意に破損する行為
6. 乙の承諾なく施設の構造又は設備を変更する行為
7. 施設内又は周辺で近隣住民に著しい迷惑を及ぼす行為
8. 乙が指定する場所以外で喫煙する行為
9. 施設利用権を乙の承諾なく第三者へ譲渡又は転貸する行為
10. その他乙が事前に明示した合理的な施設利用規則に違反する行為
2. 甲は、参加者等が前項の禁止事項を遵守するよう必要な管理及び注意喚起を行うものとする。
3. 乙は、重大な違反が発生し、施設の安全又は運営に支障が生じるおそれがある場合、甲に是正を求めることができる。
4. 緊急の危険がある場合、乙は必要な範囲でイベントの一時中断その他の安全確保措置を講じることができる。

[bookmark: _ygbnfdibkf2s]第12条（音響及び騒音対策）
1. 甲は、音楽、マイク、スピーカーその他音響設備を使用する場合、乙が定める音量制限及び利用時間を遵守するものとする。
2. 甲は、施設周辺の住民、他の利用者及び近隣事業者に迷惑を及ぼさないよう配慮するものとする。
3. 大音量の音楽、振動を伴う演出その他通常の施設利用を超える行為については、事前に乙の承諾を得るものとする。
4. 騒音に関する苦情が発生した場合、甲は乙と協力し、音量の調整その他必要な対応を行うものとする。
5. 甲が合理的な改善要請に従わず、重大な支障が継続する場合、乙はイベントの中断又は利用停止を求めることができる。

[bookmark: _6ylobm8notmb]第13条（飲食物の提供及び衛生管理）
1. 甲が本イベントにおいて飲食物を提供する場合、事前に乙へ申告し、その承諾を得るものとする。
2. 甲は、飲食物の調理、販売又は提供に必要な営業許可、届出その他の法令上の手続がある場合、自らの責任において適切に対応するものとする。
3. 甲は、食品の保存、調理、配膳、アレルギー情報の提供その他食品衛生上必要な措置を講じるものとする。
4. 食品衛生上の問題又は食中毒等が発生した場合、甲乙は速やかに情報を共有し、原因調査及び必要な対応に協力するものとする。
5. 飲食物の提供に関する責任は、実際の提供主体、管理状況及び事故原因等を踏まえ、関係法令に従って判断するものとする。

[bookmark: _s9v4aewbyjn3]第14条（物品販売及び営業活動）
1. 甲が本イベントにおいて物品販売、サービスの提供、商品展示その他の営業活動を行う場合、事前に乙へ申告するものとする。
2. 甲は、販売する商品及び提供するサービスについて、関係法令を遵守し、必要な許認可等を取得するものとする。
3. 甲は、参加者等との売買契約、サービス提供契約その他の取引について、自らの責任で適切に対応するものとする。
4. 乙は、別途合意した場合を除き、甲と参加者等との間で成立する取引の当事者とはならない。
5. 甲は、乙の名称、商標又は施設名を利用して営業活動を行う場合、事前に乙の承諾を得るものとする。

[bookmark: _a7ia9tk77kco]第15条（撮影、録音及び配信）
1. 甲が本イベントを撮影、録音又はライブ配信する場合、その実施内容及び利用目的について事前に乙へ申告するものとする。
2. 甲は、参加者等の肖像、氏名、音声その他個人を識別できる情報を撮影又は公開する場合、関係法令に従い必要な通知、同意取得その他の措置を講じるものとする。
3. 甲は、乙の施設設備、他の利用者又は第三者の権利利益を不当に侵害する撮影若しくは配信を行ってはならない。
4. 甲は、撮影又は配信に必要な機材の設置について、施設の安全性及び通行の妨げとならないよう配慮するものとする。
5. 乙が本イベントの写真又は映像を広告、宣伝その他の目的で利用する場合、甲及び必要な権利者の承諾を得るものとする。

[bookmark: _qwz24hiexrks]第16条（著作権及び知的財産権）
1. 甲は、本イベントにおいて利用する音楽、映像、写真、資料、デザイン、ロゴその他の著作物について、第三者の著作権その他の権利を侵害しないよう適切に取り扱うものとする。
2. 甲は、イベント開催に必要な著作物の利用許諾、使用料の支払その他の権利処理について、利用主体及び関係法令に応じて必要な対応を行うものとする。
3. 乙が提供する施設案内、写真、ロゴ、設備資料その他の著作物については、乙又は正当な権利者に権利が帰属するものとする。
4. 甲は、乙の事前承諾なく、乙の著作物又は商標を申込目的以外に利用してはならない。
5. 本申込書及び施設利用契約によって、甲又は乙が保有する知的財産権が相手方へ当然に移転するものではない。

[bookmark: _6wpslfae45ni]第17条（施設の原状回復）
1. 甲は、本施設の利用終了後、使用した設備及び備品を所定の位置に戻し、通常の清掃及び片付けを行うものとする。
2. 甲は、乙が事前に承諾した場合を除き、装飾物、掲示物、機材その他の持込物をすべて撤去するものとする。
3. 甲は、施設内で発生したごみについて、乙が定める分別方法及び処理条件に従い適切に処理するものとする。
4. 甲の責めに帰すべき事由により施設又は設備に通常の使用による損耗を超える破損若しくは汚損が生じた場合、甲は合理的な修繕費用等を負担するものとする。
5. 乙は、施設の返却時に甲と協力して利用状況を確認し、追加清掃又は修繕が必要な場合、その内容及び費用について合理的な根拠を示すものとする。

[bookmark: _ik1jiiz23veu]第18条（持込物及び残置物）
1. 甲は、イベントに必要な機材、商品、装飾品その他の持込物について、自ら適切に管理するものとする。
2. 甲は、利用終了時までに持込物を撤去するものとする。
3. 甲が施設内に物品を残置した場合、乙は甲へ連絡し、合理的な期限を定めて引取りを求めることができる。
4. 甲が指定期限までに引取りを行わない場合、乙は法令及び事前に合意した条件に従い、保管、返送その他必要な措置を講じることができる。
5. 残置物の保管又は返送に合理的な費用が発生した場合、その負担については甲乙協議のうえ決定するものとする。

[bookmark: _tnhwnhj9oo3v]第19条（キャンセル及び利用日時の変更）
1. 甲が本イベントの開催を取りやめる場合、速やかに乙へ通知するものとする。
2. 甲の都合によるキャンセルについては、次の条件を適用するものとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	利用日の14日前まで
	□ 無料　□ その他（　　　　　　）

	利用日の13日前から7日前まで
	利用料金の　　　　％

	利用日の6日前から3日前まで
	利用料金の　　　　％

	利用日の2日前から前日まで
	利用料金の　　　　％

	利用日当日
	利用料金の　　　　％

	無断キャンセル
	利用料金の　　　　％


3. 前項のキャンセル料率は、契約成立前に甲乙が合意した数値を適用するものとする。
4. キャンセル料の設定にあたっては、実際に生じる平均的な損害、予約確保に伴う機会損失及び準備費用等を考慮し、消費者契約法その他関係法令に適合する合理的な条件とする。
5. 甲が利用日時の変更を希望する場合、乙の施設予約状況及び変更条件に従い、甲乙協議のうえ決定するものとする。
6. 乙の責めに帰すべき事由により施設を提供できなくなった場合、乙は代替日時の提案又は利用料金の返還等について、法令及び合意内容に従い適切に対応するものとする。

[bookmark: _ilcg6pikz9ke]第20条（イベントの中止及び利用停止）
1. 乙は、次の各号のいずれかに該当する場合、必要に応じて本イベントの開催中止又は施設利用の停止を求めることができる。
(1) 申込内容に重大な虚偽があった場合
(2) 施設利用規則に重大な違反があった場合
(3) 施設の安全性に重大な支障が生じた場合
(4) 法令違反又は第三者の権利侵害が確認された場合
(5) 参加者等の安全確保が困難となった場合
(6) その他施設の安全な利用を継続することが客観的に困難となった場合
2. 乙は、緊急の場合を除き、甲に対して中止又は停止の理由を説明し、合理的な範囲で是正の機会を与えるものとする。
3. 中止又は停止に伴う利用料金の精算、損害賠償その他の取扱いについては、その原因及び甲乙の責任を踏まえ、関係法令に従い決定するものとする。

[bookmark: _bpep9svjolex]第21条（不可抗力）
1. 地震、台風、洪水、火災、感染症の大規模な流行、行政機関による命令その他当事者の合理的な支配を超える事由（以下「不可抗力」という。）により施設の利用が困難となった場合、甲乙は速やかに協議するものとする。
2. 不可抗力によりイベントの開催が困難となった場合、甲乙は日程変更、代替施設の利用、開催中止その他の対応について検討するものとする。
3. 不可抗力により施設利用契約の全部又は一部の履行が不可能となった場合、その責任及び利用料金の精算については、民法その他関係法令に従い決定するものとする。
4. 甲乙は、不可抗力による損害の拡大を防止するため、合理的な範囲で協力するものとする。

[bookmark: _jkw7zpitjne8]第22条（損害賠償及び責任分担）
1. 甲又は乙が本申込書に基づく施設利用契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、自己の責めに帰すべき事由に応じて、法令に従い損害賠償責任を負うものとする。
2. 甲は、自らの責めに帰すべき事由により施設、設備又は備品を破損し、乙に損害を与えた場合、合理的な修理費用その他法令上認められる損害を賠償するものとする。
3. 乙は、施設の管理上の不備その他乙の責めに帰すべき事由により甲又は参加者等に損害が生じた場合、法令に従い責任を負うものとする。
4. 参加者等に事故又は損害が発生した場合、甲乙は事故の原因、管理状況及び各当事者の責任を確認し、必要な対応について協力するものとする。
5. 本条は、故意又は重大な過失による責任その他法令上免除又は制限することのできない責任を排除するものではない。

[bookmark: _fsgew51upg3j]第23条（保険の加入）
1. 甲は、本イベントの内容、規模及び参加者数に応じて、イベント保険、施設賠償責任保険、傷害保険その他必要な保険への加入を検討するものとする。
2. 乙が施設に関する保険に加入している場合、その補償対象及び補償範囲は当該保険契約の条件によるものとする。
3. 甲乙は、必要に応じて保険加入状況及び補償範囲について相互に確認するものとする。
4. 保険の加入又は未加入によって、甲乙が法令上負う損害賠償責任が当然に変更されるものではない。
保険加入状況
	項目
	内容

	主催者の保険加入
	□ あり　□ なし　□ 加入予定

	保険の種類
	

	保険会社名
	

	補償対象
	

	補償限度額
	金　　　　　　　　　円

	その他
	


[bookmark: _biz69068n8az]第24条（個人情報の取扱い）
1. 乙は、本申込書により取得した甲及び担当者の氏名、住所、連絡先その他の個人情報を、施設利用の申込受付、本人確認、予約管理、料金請求、緊急連絡及び施設運営に必要な目的の範囲内で利用するものとする。
2. 乙は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 乙は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、必要な同意その他適法な根拠なく個人情報を第三者へ提供してはならない。
4. 甲がイベント参加者の個人情報を取得する場合、甲は利用目的を適切に特定し、関係法令に従い管理するものとする。
5. 甲乙は、個人情報の漏えい等が発生した場合、関係法令に従い必要な報告、本人への通知その他の対応を行うものとする。

[bookmark: _4aty82k7ph05]第25条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本イベントの申込み及び施設利用に関連して相手方から開示された営業上、運営上その他の情報のうち、秘密である旨が明示された情報又は開示状況から合理的に秘密と認識すべき情報（以下「秘密情報」という。）を、相手方の事前承諾なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 前項の秘密情報には、申込者の事業計画、参加者名簿、非公開のイベント企画、施設のセキュリティ情報その他秘密として管理される情報を含むものとする。
3. 次の各号に該当する情報は、秘密情報に含まれないものとする。
(1) 開示時点で既に公知であった情報
(2) 開示後、受領者の責めによらず公知となった情報
(3) 開示前から正当に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく取得した情報
(5) 相手方の秘密情報によらず独自に取得又は作成した情報
4. 甲及び乙は、秘密情報を本イベントの申込み及び施設利用に必要な範囲でのみ使用するものとする。
5. 法令又は公的機関の適法な命令に基づき秘密情報の開示が必要となった場合、必要最小限の範囲で開示することができるものとする。
6. 本条の秘密保持義務は、施設利用契約の終了後も　　　年間存続するものとする。ただし、法令上継続して保護すべき情報については、その法令に従うものとする。

[bookmark: _v07qzijkojm3]第26条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら並びに自らの役員及び実質的な支配者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又は反社会的勢力に資金提供その他の便宜供与を行わないものとする。
3. 甲及び乙は、相手方に対して暴力的要求、不当な要求、脅迫的言動その他の不適切な行為を行わないものとする。
4. 甲又は乙が本条に違反した場合、相手方は法令に従い、施設利用契約の解除その他必要な措置を講じることができる。

[bookmark: _7x5ts469yumk]第27条（権利義務の譲渡禁止）
1. 甲は、乙の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本施設の利用権又は施設利用契約上の地位を第三者へ譲渡し、若しくは転貸してはならない。
2. 甲は、乙の承諾なく、申込名義と異なる第三者に本施設を独立して利用させてはならない。
3. 共同主催者、出展者その他の関係者が本施設を利用する場合、甲はその利用内容及び管理体制について事前に乙へ申告するものとする。

[bookmark: _3umgv6q1rdpp]第28条（申込内容の変更）
1. 甲がイベント名称、開催日時、参加人数、利用設備、イベント内容その他申込事項の変更を希望する場合、事前に乙へ通知するものとする。
2. 乙は、施設の予約状況、安全管理上の条件及び利用規則等を踏まえ、変更の可否を判断するものとする。
3. 変更により追加料金又は利用条件の変更が必要となる場合、甲乙は事前にその内容を確認し、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
4. 甲乙は、重要な申込内容を相手方の承諾なく一方的に変更しないものとする。

[bookmark: _frqamcf2uofj]第29条（通知及び連絡）
1. 本申込書及び施設利用契約に関する通知、承諾、請求その他の連絡は、甲乙が指定する担当者に対し、電子メール、書面その他合意した方法により行うものとする。
2. 甲乙は、担当者、連絡先その他重要な情報に変更が生じた場合、速やかに相手方へ通知するものとする。
3. 重要な契約条件の変更又は利用承諾については、その内容及び当事者を確認できる記録を保存するものとする。

[bookmark: _qn5h794j52z]第30条（協議事項）
1. 本申込書及び施設利用契約に定めのない事項又はその解釈について疑義が生じた場合、甲乙は信義誠実の原則に従い協議のうえ解決するものとする。
2. 本申込書と施設利用規約、見積書その他の書類との間に相違がある場合、法令に反しない範囲で、甲乙が個別に明示して合意した条件を優先するものとする。
3. 本申込書又は施設利用契約の一部が法令により無効と判断された場合であっても、その他の条項は当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _yo4cy7q1vohp]第31条（準拠法及び紛争解決）
1. 本申込書及びこれに基づく施設利用契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本申込書又は施設利用契約に関連して紛争が生じた場合、甲乙はまず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _b2tm2blklmmu]第32条（申込内容の最終確認）
甲は、本施設におけるイベント開催の申込みにあたり、次の事項を確認するものとする。
□ イベント名称、開催目的及び開催内容を正確に申告しました。
□ 施設の利用日時及び利用時間を確認しました。
□ 参加予定人数及び施設の収容定員を確認しました。
□ 利用料金、追加料金及び支払条件を確認しました。
□ キャンセル料及び利用日時の変更条件を確認しました。
□ 施設の設備及び備品の利用条件を確認しました。
□ イベント運営責任者及び緊急連絡先を指定しました。
□ 参加者等の安全管理及び事故防止に関する事項を確認しました。
□ 施設の禁止事項及び利用規則を確認しました。
□ 飲食物の提供、物品販売及び営業活動に関する条件を確認しました。
□ 写真・動画撮影及びライブ配信に関する条件を確認しました。
□ イベント終了後の清掃及び原状回復について確認しました。
□ 個人情報の取扱い及び秘密保持に関する事項を確認しました。
□ 本申込書の提出のみでは予約が成立しないことを確認しました。
□ 本申込書及び施設利用規約の内容を確認し、これらを遵守することに同意します。

[bookmark: _mhlalsf8ozg2]申込者署名欄
甲は、本申込書の内容及び施設利用条件を確認し、本イベントの開催を申し込むものとする。

申込日：　　　　年　　　月　　　日

甲（イベント開催申込者）
住所・所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（レンタルスペース運営事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _vwxzfhl3kz87]
[bookmark: _faky4tih9amg]施設利用申込受付欄（運営事業者記入）
	項目
	内容

	申込受付日
	年　　　月　　　日

	申込受付番号
	

	受付担当者
	

	申込審査結果
	□ 承諾　□ 不承諾　□ 保留

	利用承諾日
	年　　　月　　　日

	承諾通知方法
	□ 電子メール　□ 書面　□ その他

	予約金入金確認
	□ 済　□ 未　□ 不要

	利用料金入金確認
	□ 済　□ 未

	特記事項
	


乙は、申込内容を確認し、利用を承諾する場合には、甲に対してその旨を通知するものとする。
本申込書を電子的方法により提出又は承諾する場合、甲乙は申込内容及び承諾内容を確認できる電磁的記録を保存するものとする。

